
令
和
二
年
四
月
十
四
日
初
校

市
政
ト
ピ
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9 8仙台市政だより　令和２年（2020年） ５月号

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

30

　
「
オ
オ
カ
ミ
の
お
札
」
は
、
オ
オ

カ
ミ
を
「
大
神
さ
ま
」
と
し
て
祠ほ

こ
ら

に

祀ま
つ

る
一
族
の
江
戸
時
代
、
昭
和
の
戦

時
下
、
現
代
を
描
い
た
３
部
作
で
す
。

　
お
お
ぎ
や
な
ぎ
さ
ん
は
オ
オ
カ
ミ

信
仰
を
ベ
ー
ス
に
、
時
代
ご
と
に
疫

病
（
疱ほ

う

瘡そ
う

）・
戦
災
・
震
災
と
い
っ

た
厄
災
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
懸
命

に
生
き
る
人
々
の
姿
を
描
い
て
い
ま

す
。

　
３
巻
目
の
主
人
公
は
、
大
神
さ
ま

や
先
祖
の
存
在
を
感
じ
な
が
ら
、
東

京
で
母
や
祖
父
と
と
も
に
暮
ら
す
美

咲
で
す
。
岩
手
に
住
む
父
と
姉
を
東

日
本
大
震
災
の
津
波
で
失
っ
た
美
咲

は
、
大
神
さ
ま
が
困
難
か
ら
救
っ
て

く
れ
る
存
在
で
は
な
い
こ
と
、
先
祖

が
懸
命
に
生
き
て
く
れ
た
こ
と
で
今

の
自
分
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。

厄
災
と
の
向
き
合
い
方
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
、
示
唆
に
富
む
物
語
で
す
。

　
モ
デ
ル
は
、
２
０
１
１
年
の
震
災

以
降
「
と
も
に
、
前
へ
」
を
合
言
葉

に
、
仙
台
・
宮
城
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行

っ
て
い
る
「
奥
州
・
仙
台
お
も
て
な

し
集
団　
伊
達
武
将
隊
」
で
す
。

　
あ
る
日
、
東
京
で
暮
ら
す
春
樹
の

も
と
に
大
学
中
退
後
、
音
信
不
通
に

な
っ
て
い
た
兄
の
夏
樹
か
ら
「
杜
乃

武
将
隊
の
伊
達
政
宗
と
し
て
活
動
し

て
い
る
」
と
い
う
手
紙
が
届
き
ま
す
。

　
夏
樹
へ
の
反
感
を
胸
に
仙
台
に
や

っ
て
来
た
春
樹
は
、
杜
乃
武
将
隊
を

見
守
る
人
や
演
武
を
楽
し
む
人
と
出

会
い
、「
政
宗
公
で
あ
る
こ
と
で
、

こ
の
ま
ち
の
力
に
な
り
た
い
」
と
い

う
夏
樹
の
想お

も
い
に
触
れ
る
こ
と
で
、

彼
ら
が
震
災
で
傷
つ
い
た
人
々
を
励

ま
す
存
在
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。

　
―
一
生
懸
命
は
人
を
勇
気
づ
け
る
。

　
震
災
後
、
伊
達
武
将
隊
の
姿
か
ら

学
ん
だ
こ
と
を
物
語
に
し
ま
し
た
。

児
童
文
学
で
震
災
を
伝
え
る

「
オ
オ
カ
ミ
の
お
札ふ

だ

（
三
）
美
咲
が

感
じ
た
光
―
現
代
―
」

佐々木ひとみ／作
浮雲宇一／画
くもん出版　刊

おおぎやなぎちか／作
中川学／絵
くもん出版　刊

「
兄
ち
ゃ
ん
は
戦
国
武
将
！
」

　
　
　
　
　

児
童
文
学
作
家  
佐
々
木　

ひ
と
み

●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
（
５
月
10
日
ま
で
休
館
中
で
す
。

詳
し
く
は
24
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

仙台市の人口（対前月増減数） 男：528,356人　女：559,367人　計1,087,723人（－2,349)　522,151世帯（＋1,125）4月１日現在

仙台市政だより　令和２年（2020年） ５月号

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
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市
中
心
部
の
新
た
な
救
急
出
動
拠
点

―
仙
台
市
中
央
救
急
出
張
所
が
開
所

市政
トピックス

荒
井
小
学
校
が
開
校
し

ま
し
た

　
４
月
１
日
か
ら
若
林
区
役
所
で
は
、

出
生
届
を
提
出
し
た
方
に
「
若
林
区
オ

リ
ジ
ナ
ル
出
生
記
念
メ
モ
リ
ア
ル
カ
ー

ド
」
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
企
画
・

デ
ザ
イ
ン
は
、
若
林
区
の
若
手
職
員
を

中
心
に
組
織
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
「
Ｗワ
ッ
ク
Ａ
Ｋ
」
が
担
当
。
出
産
を
控

え
た
方
々
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

実
施
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
制
作
し
ま
し
た
。

　
作
並
小
学
校
（
本
校・
新
川
分
校
）

お
よ
び
大
倉
小
学
校
の
閉
校
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
両
校
は
明
治
６
年
に
開
校

し
た
歴
史
あ
る
学
校
。
児
童
数
の
減
少

に
よ
り
、
４
月
か
ら
上
愛
子
小
学
校
と

統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
閉
校
式
は
、
両
校
と
も
参
加
者
を
限

定
す
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
を
行
っ
た
上
で
開
催
。

３
月
14
日
に
行
わ
れ
た
作
並
小
学
校
の

閉
校
式
で
は
、
児
童
を
代
表
し
て
６
年

生
の
今
泉
蓮
君
が
「
閉
校
式
を
未
来
へ

進
む
始
ま
り
だ
と
考
え
、
前
向
き
に
進

ん
で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
語
り
ま
し

た
。
ま
た
、
３
月
20
日
の
大
倉
小
学
校

の
閉
校
式
で
は
「
大
倉
小
学
校
が
大
好

き
で
す
」
な
ど
、
一
人
一
人
が
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方

に
見
守
ら
れ
、
思
い
出
を
胸
に
校
舎
を

後
に
し
ま
し
た
。

　
３
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
文
部
科
学

省
文
化
審
議
会
に
お
い
て
、
仙
台
市
博

物
館
所
蔵
資
料
の
「
伊
達
家
文も
ん
書じ

ょ
」
お

よ
び
「
伊
達
家
印
章
」
が
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
指
定
さ
れ
る
の
は
、
１
０
４
６

点
の
伊
達
家
に
伝
来
す
る
文
書
類
と
、

歴
代
の
仙
台
藩
主
13
人
の
う
ち
、
５

代
藩
主
吉
村
公
を
除
く
12
人
が
使
用
し

た
印
章
な
ど
１
７
１
点
。
鎌
倉
か
ら
室

　
仙
台
駅
直
近
の
宮
城
野
橋
高
架
下
に

「
仙
台
市
中
央
救
急
出
張
所
」
が
完
成

し
、
４
月
１
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
市
内
の
救

急
車
の
出
場
件
数
は
６
年
連
続
で
過
去

最
多
を
更
新
し
て
お
り
、
昨
年
は
５
万

４
千
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
救
急
需
要

が
特
に
高
い
市
中
心
部
に
新
た
な
出
張

所
を
開
所
し
、
救
急
車
の
現
場
到
着
時

間
の
短
縮
を
目
指
し
ま
す
。

　
出
張
所
に
は
、
救
急
対
策
係
を
新
設

　
市
内
１
２
８
番
目
の
市
立
小
学
校
と

し
て
、
児
童
数
が
増
加
し
た
七
郷
小
学

校
か
ら
分
離
し
、
荒
井
小
学
校
が
開
校

し
ま
し
た
。
全
18
ク
ラ
ス
、
４
７
３
人

（
４
月
１
日
現
在
）
の
児
童
が
新
し
い

校
舎
で
学
び
ま
す
。

　
４
月
６
日
の
開
校
式
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

出
席
者
を
新
６
年
生
81
人
と
教
職
員
に

限
定
し
て
開
催
。
児
童
た
ち
は
、
マ
ス

ク
を
着
用
の
上
、
少
し
緊
張
し
つ
つ
も

晴
れ
や
か
な
様
子
で
式
に
臨
み
ま
し
た
。

千
田
博
史
校
長
は
「
こ
の
よ
う
な
素
敵

な
学
校
が
で
き
た
の
は
、
地
域
の
方
々

の
お
か
げ
で
す
。
一
日
一
日
を
大
切
に

▲先着1,000枚。四隅を
四季折々の花で彩り、鳥
たちが祝福する様子をイ
メージしています

市政
トピックス

新
し
い
家
族
の
誕
生
を

メ
モ
リ
ア
ル
カ
ー
ド
で

お
祝
い
し
ま
す

市政
トピックス

１
４
７
年
の
歴
史
に
幕

―
作
並
小
学
校
、
大
倉

小
学
校
が
閉
校

楽
し
く
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

児
童
代
表
の
小お

川こ

内う
ち
若
葉
さ
ん
は
「
地

域
の
方
々
や
友
達
と
の
絆
を
大
切
に
し
、

つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
希
望
を
忘
れ

ず
、
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
新
築
の

匂
い
が
漂
う
中
、
児
童
た
ち
は
、
待
ち

望
ん
だ
荒
井
小
学
校
で
の
学
校
生
活
に

胸
を
躍
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

し
、
救
急
隊
を
２
隊
配
置
。
救
急
要
請

へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
多
数
の
負
傷
者

が
発
生
し
た
場
合
の
指
揮
支
援
、
救
急

隊
員
の
感
染
症
対
策
に
関
す
る
教
育
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
自
衛
隊
員
や
医
大

生
等
の
救
急
車
同
乗
実
習
を
担
い
、
関

係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
尊
い
命
を
守
る
た

め
、
一
刻
も
早
い
救
急
搬
送
と
救
命
率

の
向
上
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

▲開校式は、新校舎の体育館で行われ
　校長に校旗が手渡されました

▲大倉小学校閉校式

▲作並小学校閉校式

▲伊達政宗書状（宛所不明。
1590年）（上）と伊達政宗所
用印章（下）

▼

救急車の車庫は、消毒室
と直結しており、傷病者搬
送後の衛生を保ちます

▲宮城野橋高架下の仙台市
中央救急出張所。救急車３
台、広報車１台が常駐して
います

　
カ
ー
ド
に
使
用
さ
れ
た
紙
は
、
再
生

紙
「
仙せ
ん

臺だ
い

七た
な

夕ば
た

祈い

織お
り
」。
こ
れ
は
、
市

内
の
児
童
生
徒
が
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
を
祈
っ
て
、
仙
台
七
夕
の
際
に

制
作
し
た
折
り
鶴
の
吹
き
流
し
が
再
生

紙
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
も
の
で
す
。

　
カ
ー
ド
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
や

生
年
月
日
、
身
長
・
体
重
、
両
親
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
す
る
欄
や
、
写

真
を
貼
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん
誕
生
の
記
念
と
し
て

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

町
時
代
ま
で
の
伊
達
家
と
朝
廷
・
幕
府

と
の
関
わ
り
を
示
す
文
書
や
、
政
宗
公

が
近
隣
諸
大
名
や
豊
臣
秀
吉
ら
と
や
り

取
り
し
た
書
状
、
ロ
ー
マ
教
皇
へ
宛
て

た
書
状
に
押
さ
れ
た
印
章
な
ど
、
い
ず

れ
も
中
世
の
東
北
地
方
や
仙
台
藩
の
歴

史
・
文
化
を
研
究
す
る
上
で
第
一
級
の

史
料
群
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
博
物
館

で
は
こ
れ
を
記
念
し
、
特
集
展
示
を
行

う
予
定
で
す
（
25
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
ま
た
、
今
月
の
表
紙
を
飾
る
宮
城
野

区
原
町
の
鳥
山
米
穀
店
の
店
舗
兼
主
屋

も
、
同
審
議
会
に
お
い
て
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
鳥
山
米
穀
店
は
明
治
７
年
頃
に
建
築
。

通
り
土
間
が
無
い
間
取
り
な
ど
に
旧
仙

台
藩
領
に
お
け
る
町
家
の
特
徴
が
残
っ

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
米
の
集
積
地
と

し
て
発
展
し
て
き
た
原
町
の
歴
史
を
現

代
に
伝
え
る
貴
重
な
建
築
物
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
指
定
・
登
録
で
、
市
内
に
お

け
る
国
の
重
要
文
化
財
は
16
件
、
登
録

文
化
財
は
53
件
と
な
り
ま
す
。

市政
トピックス

歴
史
的
な
価
値
が
評
価


